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 今年度の秋桜祭(体育祭)のスローガンは「熱風
ねっぷう

怒涛
どとう

」です。３つの

案の中から、全校生徒のアンケートにより決定されました。７月３日

(月)の生徒朝会では、連合決め集会が行われ、それぞれ、赤・青の連

合が決定しました。６日(木)には、第１回秋桜祭生徒実行委員会が開

かれ、実施計画や連合活動についての確認がありました。今後、第２

回の実行委員会を経て、本格的な活動が始まり、19日(水)には結団式

を行います。 

 中学校では、秋桜祭(体育祭)を、生徒が大きく成長できる大切な学

校行事と捉えています。それは、準備から秋桜祭当日を迎えるまでの

活動を通して生徒同士のかかわり合いが深められ、団結力や協力性の

高まりから、生徒一人一人が達成感を得られる行事だからです。 

 秋桜祭の目的(ねらい)は次の２点です。 

連合(チーム)の仲間とともに、何度もダンスを練習したり、声を嗄
か

ら

して応援歌を歌ったり。みんなで協力して一つのことを成し遂
と

げる喜

びや楽しさ、その裏で経験するであろう、苦労や悔しさ。上級生への

尊敬や憧れ、仲間や下級生への感謝など、様々な感情を味わいなが

ら、成長へとつなげてほしいと思っています。 

 ６月26日(月)の全校朝会では、「秋桜祭を通して、協力し合える人間関係、信頼関係を築いてほ

しい」と願い、次のような校長講話をしました(一部抜粋)。 

秋桜祭の成功に向けて 
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(1) 実行委員会の企画・運営を活動の機軸とし、リーダーやフォロアー

の在り方について考えを深め、一人一人が役割を果たす。 

(2) 縦割り班(連合)を結成し、相互のかかわり合いを通して「仲間や先

輩、後輩たちと活動する喜び」を味わいながら、団結心や協調性を

身に付ける。 

 どうやったら「信頼される人」になれるのでしょうか。「信頼」とは、皆さんの日常生活での何気ない

言動にかかっていると思います。例えば、相手の目を見てしっかりとあいさつをする、名前を呼ばれたら

ちゃんと「はい」と返事をする、時間に遅れないようにし、もしも、遅れそうだったら、ゆっくり歩いて

いないで急ぐ、締め切りを守って提出物を出す…などです。他にも、人の悪口を言わない、意地悪なこと

をしない、困っている人がいたら手伝う…など、「当たり前」なことを誠実にやることの積み重ねが、「信

頼」につながるのではないかと思います。 

 秋桜祭に向けた準備活動や練習の中で、もしかしたら、「指示を聞いてもらえない」「思い通りに動い

てもらえない」という悩みを抱えるリーダーが出てくるかもしれません。リーダー以外のフォロアーの人

たちの中には、「何だか自分たち、怒られてばっかりいるな、なぜだろう？」と疑問に思う人がいるかも

しれません。そんな時は、「お互いの信頼関係が築けているかな？」「自分は基本的なことをしっかりで

きているかな？」「信頼してもらえているかな？」と振り返ってみてください。リーダーだけが頑張って

も行事は成功しません。リーダーに頼ってばかりでも成功しません。フォロアーも含めたチーム全員が、

「協力体制を作って秋桜祭を成功させるぞ」と思わなければうまくいかないでしょう。秋桜祭までの期間、

ぜひ一人一人が「信頼される人」になり、協力体制を高められるよう、意識してみてください。 

 まずは本番だけでなく、練習の時からぜひ本気になって、大きな声を出してみてください。本気でやる

と、何でも理屈抜きに面白いです。全校の皆さんにとって、思い出深い行事となることを願っています。 

体育館に掲げられたスローガン 

７月３日(月)連合決め集会の様子 

赤 １年１組 ２年２組 ３年１組

青 １年２組 ２年１組 ３年２組


